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概    要  

お菓子による地域の自然遺産の普及と，それによる地域振興の可能性を探るため，「ジオスイーツ」の開

発に取り組んだ．ジオスイーツ開発に際して，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会と連携し，勝山市

周辺の自然遺産（火山・化石など）をモデルにしたお菓子作製を試みた．現在のところ 10 種類以上のジオ

スイーツを開発しており，今後も継続して商品化を目指す．また，ジオスイーツの普及活動として，お菓子

作り体験を含む「親子向け市民講座」を開催した．参加者の反応は全体的に良く，普及活動の良い原型をつ

くることができたといえよう．今後の発展・継続により，地域振興に繋がる可能性があると考える． 

関連キーワード  お菓子，ジオパーク，自然遺産，地域地質，勝山市 

 

近年，大地の遺産を地域振興に活用することを目的としたジオパーク事業が世界的に実施されている．国内

では 43 地域がジオパークとして様々な取り組みを行っている．中でも伊豆半島ジオパークにおける，特徴的

な自然遺産を表現したお菓子「ジオ菓子」が注目を集めている．「ジオ菓子」は「ジオガシ旅行団」が考案・

開発したものであり，“お菓子”という誰もが興味を持つ切り口から地質や大地の成り立ちを紹介し，地域住

民や観光客の関心を高め理解を深めることに大きく貢献している． 
福井県では勝山市に「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク」があり，そこでは勝山周辺の地層見学会や化石発掘

体験，市民講座などが実施されている．しかし，現状では認知度があまり高くなく，地域住民や観光客の関心

を集めるまでには至っていない．この現状を改善するための一つの可能性として，「ジオ菓子」が考えられる． 
そこで我々は，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会と連携し，以下のことに取り組んだ． 
①勝山市周辺の自然遺産を表現したお菓子「ジオスイーツ」の開発 
②ジオスイーツ作り体験と地域の土地の成り立ちの解説を融合させた「親子向け市民講座」の開催 
上記①に関して，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークでは，近年「恐竜・化石」以外の自然遺産である「火山」

の普及活動にも力を入れてきている．従って本事業においても，主に「火山・火山噴出物」に関係するジオス

イーツの開発を行った．

 
 
本事業で今年度に開発したジオスイーツは 10 種類以上である．このうち，特に柱状節理クッキー，伏石ク

ランチチョコ，火山弾ドーナツなどは，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークの見どころ（ジオサイト）にある火山

噴出物をよく再現できている．これらジオスイーツの味については，本学学生や勝山市民の複数名から比較的

良い評価を得ている．今後はジオガシ旅行団の助言を受けながら，ジオパーク推進室および勝山市の市民団体

と協力して完成度を高め，将来的にはジオスイーツの商品化を目指したいと考える． 
ジオスイーツ作り体験と地域の土地の成り立ちの解説を融合させた親子向け市民講座として，「ジオガシ火

山教室」を開催した（2016 年 12 月 3 日，勝山市教育会館，参加者親子 20 組）．本講座は恐竜渓谷ふくい勝山

ジオパーク推進協議会との共催であり，お菓子作り体験と火山実験を組み合わせた全く新しい形の講座である．

ジオスイーツ作り体験に際し，「ジオガシ旅行団」の鈴木美智子氏に講師・アドバイザーとして協力していた

だいた．ジオガシ火山教室当日の内容・流れは次のとおりである．まず参加者は教育会館のホールにて「勝山

市の土地の成り立ちと火山」に関する解説（約 10 分間）を聴き，その後調理室へ移動してジオスイーツ作り

体験に取り組んだ（約 40 分間）．ここでは，「黒曜石飴」と「凝灰岩クッキー」の 2 種類を作製した．作製を

通じ，これらのお菓子の見た目がそれぞれ，勝山市法恩寺山火山の「ガラス質溶岩」，同市内経ヶ岳火山の「伏

石」と類似していることを説明した．これらお菓子の冷却・焼き上がりまでの待ち時間を利用し，屋外にて「七

輪でマグマをつくる実験」（約 40 分間）を行った．この実験では，マグマの冷却によるガラスの生成を観察可

能であり，「黒曜石飴」のでき方と関連性がある．実験終了後は，完成したジオスイーツを試食し，まとめの

時間とした．参加者の反応は概ね良く，「また是非やってほしい」「お菓子が火山の石そっくりですごい」とい

った感想が多かった．本講座では地元市民団体に補助・協力をお願いしており，その方々からも好評を得た．

勝山市の児童のみならず一般市民にも「ジオパークとお菓子」という新たな地域振興の可能性を示せた点は，

本事業の大きな成果であると考える．今回のような講座を今後も継続してゆくことが重要であろう． 
 

 

本事業の「ジオガシ火山教室」の様子が下記の番組で取り上げられた． 
福井テレビ「みんなのニュース」（2016 年 12 月 7 日 18:14～放送） 

事業の背景および目的 

事業の内容および成果 
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概要：
お菓子による地域の自然遺産の普及と，それによる地域振興の可能性を探るため，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会と連携して「ジオスイーツ」の開発に
取り組んだ．10種類以上のジオスイーツを開発し，その普及活動として，お菓子作り体験を含む「親子向け市民講座」を開催した．
関連キーワード：お菓子・ジオパーク・自然遺産・地域地質・勝山市

背景・目的：

ジオパーク お菓子

大地の遺産を教育・地域振興に活用（国内：43地域）．

ジオスイーツ

地層などの自然遺産をお菓子で表現．オリジナル
は「ジオガシ旅行団」が考案・開発した「ジオ菓子」．

年齢・性別問わず多くの人が興味
を持つモノ．普及に最適．

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークに「ジオスイーツ」を！
勝山周辺の地層見学会や化石発掘体験，市民講座などは実施されているが，現状では勝山の自然遺産に対する認知度があまり

高くなく，地域住民や観光客の関心を集めるまでには至っていない．この現状を「ジオスイーツ」で改善できないだろうか？

②親子向けお菓子作り体験×火山実験「ジオガシ火山教室」の開催

内容・成果：

写真のお菓子を含めて10種類以上の

「ジオスイーツ」を開発．試食した児童・
学生・勝山市民の反応は概ね良い．今
後はジオガシ旅行団の助言を受けな
がら，恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
推進協議会および勝山市の市民団体
等と協力して完成度を高め，将来的に
はジオスイーツの商品化を目指したい．

①勝山市周辺の自然遺産（特に火山）を表現した「ジオスイーツ」の開発

講師兼アドバイザーとしてジオガシ旅行団
鈴木氏を招待し，勝山市教育会館で実施．
参加親子20組．参加者の感想は概ね肯定

的で，「また是非やってほしい」「勝山に火山
があるとは驚いた」「お菓子が火山の石そっ
くりですごい」など．今回の「ジオガシ火山教
室」は普及活動の良い原型となりそうである．
今後内容を発展させ，継続することで地域
振興に繋げたい．

スコリア・火山弾ドーナツ 柱状節理クッキー

伏石クランチチョコ

凝灰岩クッキーを作製 黒曜石飴を作製

マグマをつくる火山実験
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